
呉市地方卸売市場の運営方針(案)について

　今後の呉市地方卸売市場の運営方針（案）について，市場関係者との協議により，次のとおり方向性を取りまとめましたので報告します。

平成２８年８月　産業建設委員会行政報告資料
産　　 　　　　　業　 　　　　　　部

３ 今後の方向性

１ 現状と課題

２ 市場の役割 ・機能 【市場の必要性】
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②青果・水産取扱数量の推移（トン）

減少率：約７１％青果
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①市場収入・一般会計繰入金の推移（百万円）

■一般会計繰入金※

■市場収入

(1) 呉市地方卸売市場の経緯

・昭和２６年１月 全国で１１番目の中央卸売市場として開場

・昭和５７年７月 現在の光町に移転

・平成２０年４月 国の再編措置により地方卸売市場に転換

・平成２４年４月 指定管理者制度を導入（施設使用料：２割減額）

(2) 呉市地方卸売市場の現状

・一般会計からの繰入金が減少，市場収入も減少

・平成２８年度末の起債残高は，８７，７５６千円

・取扱数量及び取扱金額の減少（ピーク時から約７割減）

・産地直接取引などによる市場経由率の減少

・加工販売，品質管理など顧客ニーズの変化

(3) 呉市地方卸売市場が抱える課題

・施設の老朽化（約３５年が経過）と非効率性

・品質管理の立ち遅れ

・場内事業者の経営と市場運営の困難性

・流通機能の低下による取扱高の減少

・情報発信の不足

(1)  呉市地方卸売市場の仕組み

せり売・相対売

せり売

相対売

売買参加者(魚223･青131)

委託・買付

生産者・輸入業者

出荷者団体 産地仲買人

卸売業者(2)

仲卸業者(6)関連事業者(15)

呉市民
（消費者）

(2)  呉市地方卸売市場の主な役割・機能

① 品ぞろえ機能

市民生活に必要な青果

物・水産物（生鮮食料

品）を多種多様かつ，

豊富に品ぞろえ

② 価格形成機能

需給を反映した迅速・

公正な評価による価格

を形成

③ 分荷・物流機能
大量単品目から少量多

品目に至る迅速・確実

な分荷配送

④ 災害対応機能

災害時における開設区域等の

生鮮食料品物流を担保

・多種多様で豊富な商品の確保

・生鮮食料品の適切な価格の形成

・市場への集荷による安定した流通コストの実現

・災害時の生鮮食料品の確保

・市内の農水産品の集荷・販売に貢献

・就業機会，雇用への貢献

安定的 ・効率的な

取引の場の提供

生鮮食料品の

安定的な供給

生産者

確実 ・迅速な

販路の提供
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(1)  施設整備 施設の老朽化等への対応

耐震診断を実施した上で，場内事業者の意向等を勘案しながら，

施設の整備・改修に計画的に取り組み，長寿命化を図ります。

⇒ 現行の施設を維持又は部分的に縮小

(2)  市場運営 市場運営の困難性等への対応

当面は，指定管理制度を継続しつつ，引き続き場内事業者と市

とで協議を行い，運営方法の見直しについて検討します。

⇒ 【第２期指定管理期間：H29.4.1～H34.3.31（５年間）】

また，安定的な市場運営を行うため，呉市地方卸売市場に係る

経営戦略※の策定に取り組みます。

(3） 市場活性化 流通機能の低下や情報発信不足等への対応

市場経営の健全化を図るため，場内事業者と連携し，次のこ

とに取り組みます。

① 情報発信

⇒ ホームページを始めとした情報ツールの活用，市場見

学会や魚のさばき方教室など体験型ＰＲ活動の展開

② 市場開放等

⇒ 市場祭りを始めとする定期的な市場開放の検討，空き

店舗を活用した魅力ある店舗の誘致等

③ 集荷力の強化

⇒ 卸売業者と市の連携による産地開拓，集荷エリアの拡

大，品ぞろえの充実等による販売力の強化

※一般会計からの繰入基準：営業費用の30％，元利償還金の2分の1

※（ ）は，H27.12末

時点の事業者数

※ 平成３２年度までに策定するよう国から指導されており，市場の位置付け・役割，機能

強化，施設整備，市場の在り方等について定めるものです。
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